[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]



�





ました。また、当会結成の呼びかけ人として、また会長、副会長として先頭に立って奮闘して来られた伊藤卓司さんと相沢正義さんから、健康
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2008年１月１３日


　新成人に贈る言葉を


天竜壬生ホール（9：30～）


豊岡総合センター（10：00～）　　　　　　　


新成人に激励と期待のメッセージを手渡します。天竜・豊岡の成人式は、毎年爽やかな雰囲気で、私たちに希望を与えてくれる素敵な式典です。あなたも参加しませんか。




















汚職事件。日米軍需大企業、政治家を巻き込んでの一大疑獄に発展しつつあります。(二ページ参照)　


１０月末～１１月　福田小沢会談。“大連立”で合意→民主党これを拒否→小沢辞任表明→撤回。国民を驚かせ怒らせた騒動の真意は？影に財界、読売新聞社主。


１１月１日　『テロ特措法』期限切れ。自衛艦をインド洋から撤収させるという画期的な出来事。


１２月１３日　『新テロ特措法』が衆議院通過。参議院へ（次項参照）


１２月１４日　国会会期一月十五日まで再延長。これは『新テロ特措法』が仮に参議院で否決されたとしても衆議院で三分の二の賛成で成立させる腹。


１２月２１日　民主党『新テロ特措法』の対案を提出　（二ページ）








７月２９日　参議院選挙。自公敗北、民主党が第一党。野党が過半数獲得。


これは閣僚の金銭トラブルや年金問題への非難、超鷹派政策への反発という国民の選択。


７月３０日　アメリカ下院で「従軍慰安婦問題で日本政府は謝罪せよ」の決議採択。オランダ、カナダ、ＥＵの議会もこれに続く。「従軍慰安婦問題に日本軍＝日本国は関与していない」と公言していた安倍首相には大打撃。


９月１２日　安倍首相が突然辞任。福田内閣誕生。


９月２９日　沖縄で“教科書記述の改悪阻止”十一万人県民集会（左コラム参照）


１０月　山田洋行汚職発覚。防衛事務次官という自衛官のトップの
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〝新テロ特措法〟


＊アメリカの戦争に


俺達の税金を使うな！


＊戦争でテロは無くせない


この法律は、米軍等によるアフガニスタン報復戦争のため、石油を無償で提供するというもの。しかし、これまでもイラク戦争などにも転用されていました。


報復戦争の六年間、テロの根絶どころかそれを拡散させ、今年だけでも千人に及ぶ民間人の犠牲を出し復興事業もままなりません。


アフガニスタンのカルザイ政権は、反政府勢力との対話による和解を模索中です。アフガン上院は 和平の障害になるとして、「米軍などによる軍事掃討作戦の中止を求める決議」を採択しています。


平和憲法を持つ日本こそ、和平を促進する外交でリーダーシップを発揮すべき時です。
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沖縄大集会（9/29）


現場からレポート





昨年の成人式会場で





じりじりと照りつける太陽のもと、一心に耳をかたむける11万を超える人達。壇上のどの発言者のひと言ひと言もが自分たちの思いと重なるのだ。


「おじいやおばあは嘘を言っていると言うのですか」高校生代表のことばが青い空にすいこまれていった。


沖縄県民は、集団自決についての教科書の記述を事実にもとずいたものに訂正するだけでなく、検定意見そのものを撤回せよと強くせまっている　　　　　　　


（やす子）








　六月三日二俣公民館で開かれた


金子勝氏の講演会は、大集会室超


満員（中日新聞報道では百五十人）の大盛況でした。旧磐田、浜松、


浜北、細江、水窪、春野からも四


十人ほどが参加して下さった模様。また、会場で、お二人が『会』に


加入して下さいました。


　憲法制定六十周年と、『国民投


票法』制定が重なり、国民の関心


が非常に高いことが伺えます。


　　講演時間割についての細かい


打ち合わせが不十分であったため、せっかくの講演が途中で終


わってしまい、この点事務局か


ら深くお詫びします。


　（講演要旨など二面　に掲載）








第七回総会


会長バトンタッチ


鈴木忠美さんに


　講演のあと、第七回総会が開かれました。（出席二十一人）


総会には中谷 多加二県議、野尻護市議、袴田幸郎区長からメッセージを頂きました。


　経過報告、活動計画、決算予算は提案どおり承認されました。 スタッフに、Ｓさん（二四才）が加わり
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だからこそ　


じっくり考えましょう





この半年間、政治情勢はめまぐるしい展開を見せました。大まかに追跡してみます。
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国会議員に


要請ハガキを


民主党、自民党などの国会議員に、要請のハガキを出しましょう。


国民の声で国政を変えるチャンスです。


平和憲法を守り、その精神で世界に貢献　するよう、本県出身の議員に要請しましょう。詳しくは、当会のスタッフ、事務局にお問い　合せ下さい。











